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SpecimensofSiberianstoneloach八1∂ 例oc加11〃3わo酌01〃1〃310砿werecollectedfbomChinishibetsuRiverin

ShiretokoPeninsula,Hokkaido.ThisspecieshasbeenrecordedfbomaroundHokkaido,butneverShiretoko

Peninsula.ThepresentspecimensaredepositedintheShiretokoMuseum,Shari-cho,Hokkaido.

フ ク ドジ ョウ八1∂ε〃zoc舵'1〃3ゐo酌o'〃1〃3如所は,日

本 国 内 で は,北 海 道 に の み 分 布 す る 純 淡 水 魚 で あ

り,渡 島 半 島 の 一・部 を 除 い て 道 内 に 広 く分 布 す る

(酒井1994;澤 田2001).知 床 半 島 周 辺 地 域 で は,

過 去 に 半 島 基 部 の斜 里 川(小 宮 山1982),伊 茶 仁 川

(小宮 山 ・高 橋1988)お よび 薫 別 川(小 宮 山 英 重

氏,私 信)に お い て 確 認 され て い る.し か し,こ

れ ま で 知 床 半 島 の 諸 河 川 を対 象 と して 多 くの 魚 類

相 調 査 が 実 施 さ れ て きた に も か か わ らず,半 島部

の河 川 に お い て 本 種 が 確 認 され た こ と は な い(小

宮 山1981;小 宮 山 ・高 橋1988;下 田 ら1993;谷

口 ら2000).

今 回,著 者 らが 実 施 し た 魚 類 相 調 査 に よ り半 島

中 部 の 知 西 別 川 にお い て フ ク ドジ ョウ を 採 捕 し た

の で,半 島 部 か ら の初 記 録 と し て 以 下 に報 告 す る.

な お,本 調 査 で 採 捕 さ れ た 魚 類 の う ち数 個 体(フ

ク ド ジ ョ ウ2個 体 お よ び オ シ ョ ロ コ マ301vε1伽5

吻o伽 α1個 体)は 標 本 と して,知 床 博 物 館(北 海

道 斜 里 郡 斜 里 町)に 保 存 され る(標 本 受 入 れ 番 号

フ ク ドジ ョウ:No.1670,1671,オ シ ョ ロ コマ:No.

1672).

採捕地および標本の記載

標本個体は,2001年7月15日 に知床半島中部の

知西別川において採捕 された.ま た、同8月20口

に同河川で魚類相な らびに生息密度調査を行 った.
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知 西 別 川 は,半 島 中 央 部 の 羅 臼湖 を源 と し根 室 海

峡 に 注 ぐ ま で の 流 程 約85kmの 河 川 で あ る(Fig.1).

調 査 は,知 西 別 川1号 ダ ム(河 口 よ り約1.6km地 点

に 設 置 され た 砂 防 ダ ム)よ り100m上 流 の 副 流 路

(平 均 水 面 幅6.5m)に 設 定 し た 調 査 区(流 程50m)

に お い て 実 施 し た.8月 の 調 査 時 の 気 温 は20.9。C,

水 温 は19.5。C,本 流 路 お よ び 副 流 路 を 合 わ せ た 流

量 は2.99㎡/sで あ っ た(USGeologicalSurveyMid

Section法,Orth1983).魚 類 は,エ レ ク ト リ ッ ク

フ ィ ッシ ャー(Modell2,Smith-ROOT-INC.)お よ

び タ モ網(目 合3mm)に よ って 採 捕 し た.

標 本 と す る た め に フ ク ド ジ ョ ウ2個 体 お よび 同

所 的 に 生 息 し て い た オ シ ョロ コマ1個 体 を,10%

ホ ル マ リン 水 溶 液 で 固 定 して 持 ち 帰 り,フ ク ドジ

ョウ に つ い て は 全 長 ・標 準 体 長 ・頭 長 比 ・体 高 比

お よび 計 数 形 質 を計 測 した(Tablel,Platel).標

本 番 号No.1670の 個 体 の頭 長 比 以 外 の 計 測 結 果 お

よ びNo.1671の 個 体 の いず れ の 計 測 結 果 も宮 地 ら

(1976),Sawada(1982),細 谷(2000)の 報 告 と

ほ ぼ 一 致 し て い た.当 歳 魚 と思 わ れ る標 本 番 号

No.1670の 個 体 の頭 長 比 だ け は,宮 地 ら(1976)

に よ る 成 魚 の 計 測 結 果 に 比 べ 小 さ い値 で あ った .

これ は,若 齢 個 体 が 成 熟 個 体 よ りも相 対 的 に大 き

い頭 長 を 有 し て い る こ と に 起 因 した と思 わ れ る.

な お,同 個 体 の側 線 は 未 発 達 で 不 明 瞭 で あ った た

表1.知 西 別 川 で 採 捕 され た フ ク ドジ ョウ 標 本 の 各 計 測 部

位 の 全 長 ・標 準 体 長 ・頭 長 比 ・体 高 比 ・計 数 形 質 お よ び 既

往 文 献 と の 比 較Table1.Meristiccountsandmorphometric

measurementsofthespecimensofSiberianstoneloach

/Voθ〃10c乃811〃3150酌o1〃〃5'oη1collectedinChinishibetsuRiver.
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図1.知 床 半 島 東 岸 の 知 西 別 川 に お け る フ ク ド ジ ョ

ウ の 採 捕 地 点.Fig.1.Mapshowingthestudyreachin

ChinishibetsuRiver,ShiretokoPeninsula,Hokkaidowhere

Siberianstoneloachwerecollected.

漉

傷
写 真1.知 西 別 川 で 採 捕 さ れ た フ ク ド ジ ョ ウ(標 準 体

長75.2お よ び34.2mm).Pl飢e1.Siberianstoneloach

ノ>08配oc加 〃〃3わ α酌o'〃1〃81oη1,75.2and34.2mmSL
,f沁m

ChinishibetsuRiver

Specimen

標 本受 け入れ 番号

No.1670No.1671

Miyadieta1.

(1976)

TotaHength(mm)全 長

Standardlength(mm)標 準 体長

Standardlength/

頭 長比

Headlength

Standard且ength/

体 高比

Bodydepth

(Counts)

Dorsa1

Ana1

Pectoral

Pelvic

Numberoflateral

linescale

39.2

342

39

64

875

752

4.6

5.8

鰭条数(ロ ーマ数字:棘 数,ア ラビア数字:軟 条数)

背鰭条数

尻鰭条数

胸鰭条数

腹鰭条数

HI,8

111,6

11,11

H,6

側線鱗数Nodata

m,7

HI,6

H,ll

II,6

69

45-4.8

5.7-8,2

HI,7・8

m,5・6

H,11

16

70

め,側 線鱗計数を行わなかった.

8月の定量調査では,調 査区内において1パ ス除

去による魚類の採捕後 に,採 捕 された魚種ごとに

体サイズの測定と,生 息密度の指標として単位水

表面積あたりの採捕数の算出を行 った.そ の結果,

幼魚を含む25個 体のフクドジ ョウおよび6個 体の

オシ ョロコマが採捕された(Fig.2).な お,フ ク

ドジ ョウは全長を,オ ショロコマは尾叉長をそれ

ぞれ測定 した.フ クドジ ョウの生息密度は7.7個

体/100㎡ であった.一 方,オ シ ョロコマの生息密

度は1.8個体/100㎡ であ り,1パ ス除去による採捕

数であることを考慮しても,知 床半島の他河川と

比較 して低い値であった(下 田 ら1993;谷 口ら

2000).ま たこれらのオシ ョロコマはいずれ も尾

叉長7cm以 下の小型個体ばかりであ り、健康な個

体群とは言いがたい。調査区ではダム建設に由来

すると考えられる土砂堆積により瀬一淵構造の消

失や河床材料の均質化の傾向がみられた.北 海道

では,こ うした河床環境の単調化がサケ科魚類の

密度を低下させるのに対し,環 境改変に対する耐

性が強いとされるフクドジ ョウが環境改変後の河
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図2.知 西 別 川 で 採 捕 さ れ た フ ク ド ジ ョ ウ お よ び オ

シ ョ ロ コ マ の 体 サ イ ズ 組 成.Fig.2.Sizefヒequency

histogramsforSiberianstoneloachandDollyVarden

collectedinChinishibetsuRiverTL=meantotallength±

SE(cm),FL=meanfbrklength±SE(cm).

川で優 占す ることが知 られている(Takahashi&

Higashil984;lnoue&Nakano2001).こ れ まで知

床半島の河川では,オ ショロコマが優占するとさ

れてきたが,本 調査により人間活動に起因する環

境改変によって優 占魚種が置き換わっている河川

の存在が明 らかとなった.な お,調 査区のほか知

西別川1号 ダムおよび林道によって流路から分離

され左岸側に形成された止水域においてもフクド

ジ ョウの生息が確認された.

下田ら(1993)は,1991年 に知西別川の最下流

部においてカンキ ョウカジカCo1∫〃3肋ηg∫oηgεη518

およびウキゴ リ(か脚ogO伽3〃 醜0θη'0を採捕して

いるが,著 者らの調査区では確認されなかった.

調査区の下流側に設置されている知西別川1号 ダ

ムは,落 差が4mと 大きくかつ魚道が付設されて

いない.そ のため,こ れ ら両側回遊性の底生魚類

の遡上はほぼ不可能であり,ダ ム上流側で確認さ

れなかったものと考えられる.

本調査により,知 西別川においてフクドジョウ

が確認され,体 サイズ構成から再生産 しているも

のと推測された.こ れは,半 島部からの本種の初

記録であると同時に純淡水魚の初記録でもある.

ただし,下 田ら(1993)が1991年 に知西別川の最

下流部 と河 口か ら約2.5お よび3.Okm上 流側の計3

地点において行った魚類相調査では,フ クドジ ョ

ウは確認 されていない.本 種は,一 般的に流程内

に比較的広 く生息するため,知 西別川の一部区間

にのみ局所分布 しているとは考えに くい(酒 井

1994;澤 田2001).ま た,本 種は,薫 別川およびそ

れ以南の河川に連続的に分布するものの,薫 別川

以北から知西別川までの区間の河川か らはいまの

ところ報告はない(小 宮山英重氏,私 信).さ らに

本種は,海 を経由して他水系に分散 ・移動する能

力を持たないため,知 西別川にのみ飛び地的に分

布するとは考えにくい.こ れらのことから,今 回

確認された知西別川の個体群が何 らかの形で起 こ

った過去の放流に由来する可能性も否定はできな

い.今 後,知 西別川の他の地点および近隣の他河

川においても改めて魚類相を調査し,本 種の流程

分布および他の河川における分布状況を再検討す

る必要がある.
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